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機関リポジトリとは？機関リポジトリとは？
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•• 学術機関学術機関が、機関で生産されたコンテン機関で生産されたコンテン
ツツを、収集・管理・発信収集・管理・発信するシステム
（サービス）

• 2001年頃からあらわれる

• 2005年頃から国内でも普及



• 機関リポジトリ数

–世界全体：1,8691,869[1]

• １年で約約400400件件増

–国内：158158機関機関
• １年で4747機関機関増

• 収録文献数
–国内:約約7171万万[2]

– １年で約2020万件万件増

5

機関リポジトリの整備・拡充機関リポジトリの整備・拡充

出典：IRDBコンテンツ分析システム(http://irdb.nii.ac.jp/)[2]



機関リポジトリの利用調査機関リポジトリの利用調査

6

• 利用者の特徴

–大学・研究機関＜自宅等からのアクセス[3][4]

• アクセス方法

–サーチエンジンが多い[3][4][5][6][7]

–ほとんどはGoogle

–Googleからの発見可能性＝テキストデータ付

与が重要[3][8][9]



GoogleGoogle対応だけで十分？対応だけで十分？
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• 検索結果表示方法がアクセス数に影響

–ex) 出版年が古い論文もアクセス数が多い[3]

–新しいものが見つけにくい？

• 学術ＤＢとGoogleでは異なる文献利用[10]



GoogleGoogle対応だけで十分？対応だけで十分？

8

• 検索結果表示方法がアクセス数に影響

–ex) 出版年が古い論文でもアクセス数が多い

–新しいものが見つけにくい？

• 学術ＤＢとGoogleでは異なる文献利用

学術文献に興味を学術文献に興味を持つ持つ利用利用
者者を機関を機関リポジトリに導くリポジトリに導くゲーゲー
トウェイトウェイ（入口）（入口）があればがあれば、、収収
録文献録文献のの利用利用機会機会を増やせを増やせ
るるのでは？のでは？



ＣｉＮｉｉ：論文情報ナビゲータＣｉＮｉｉ：論文情報ナビゲータ
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• 国立情報学研究所（NII）が運営

• 約1,200万の学術論文情報
–学協会刊行物、大学研究紀要

– J-Stage, 機関リポジトリ機関リポジトリ（2008.10～）

–国立国会図書館雑誌記事索引データ

• 活発な利用[11]

–検索回数：600万回/月

–本文アクセス数：300万回/月



ＣｉＮｉｉ：論文情報ナビゲータＣｉＮｉｉ：論文情報ナビゲータ
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• 機関リポジトリの有力なゲートウェイ？[3]

• これまで連携機能の有効性の検証はない

• そこで・・・CiNii-機関リポジトリ連携の有効性
を、機関リポジトリのアクセスログから分析

– CiNii連携の試みはどれくらい有効だったか？

– CiNii以外のゲートウェイ模索の示唆
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分析対象分析対象
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• 分析対象リポジトリ

– 北海道大学学術成果コレクション：HUSCAPHUSCAP

– 京都大学学術情報リポジトリ：KURENAIKURENAI

• 分析対象期間：2008-2009年

• 収録文献数（2009年末時点）：

–– HUSCAPHUSCAP：： ２９，９９２件２９，９９２件

–– KURENAIKURENAI：： ４７，６２５回４７，６２５回

• 期間中の総アクセス数

–– HUSCAPHUSCAP：： 36,632,56836,632,568回回

–– KURENAIKURENAI：： 42,425,35942,425,359回回



（出典：佐藤義則. 動向レビュー：機関リポジトリの利用統計のゆくえ. カレントアウェアネス. 
2008, (296), p.12-16. （http://current.ndl.go.jp/ca1666, 2010-09-23参照））[12]

13

アクセスログのフィルタリングアクセスログのフィルタリング



14

アクセスログのフィルタリングアクセスログのフィルタリング

ユニークアクセス
に限定

（出典：佐藤義則. 動向レビュー：機関リポジトリの利用統計のゆくえ. カレントアウェアネス. 
2008, (296), p.12-16. （http://current.ndl.go.jp/ca1666, 2010-09-23参照））[12]



分析項目分析項目
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• 所属機関：どのようなドメインか？

– 大学等の学術・研究機関（ac, edu）

– 企業等（co, com）

– 自宅等（ne, net）

– その他

•• アクセス方法：どこからリンクを辿ったか？アクセス方法：どこからリンクを辿ったか？

– リポジトリ内の別のページ

–– サーチエンジン（サーチエンジン（GoogleGoogle等）等）

–– その他のその他のwebwebサイト（サイト（CiNiiCiNii等）等）

– リンクなし（URL直接入力等）



従来の分析では従来の分析では・・・・・・
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• 本文ファイルへのアクセスのみを分析

–本文の利用状況が興味の対象だったため

• CiNiiからのアクセスは分析不能

–どういうことか？
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メタデータメタデータ 本文ファイル本文ファイル

メタデータと本文ファイルメタデータと本文ファイル
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メタデータメタデータ 本文ファイル本文ファイル

メタデータと本文ファイルメタデータと本文ファイル

クリックで本文へ
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サーチエンジンサーチエンジン 本文ファイル本文ファイル

メタデータと本文ファイルメタデータと本文ファイル

直接本文へ
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サーチエンジンサーチエンジン メタデータメタデータ

メタデータと本文ファイルメタデータと本文ファイル

メタデータへ
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メタデータメタデータ 本文ファイル本文ファイル

アクセス方法の記録アクセス方法の記録

ログはメタデータ
のURLを記録
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サーチエンジンサーチエンジン 本文ファイル本文ファイル

アクセス方法の記録アクセス方法の記録

サーチエンジン
のURLを記録
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サーチエンジンサーチエンジン メタデータメタデータ

サーチエンジンサーチエンジン⇒⇒メタデータメタデータ

メタデータへ



24

メタデータメタデータ 本文ファイル本文ファイル

メタデータメタデータ⇒⇒本文ファイル本文ファイル

クリックで本文へ
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メタデータメタデータ 本文ファイル本文ファイル

アクセス方法の記録アクセス方法の記録

ログはメタデータ
のURLを記録
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CiNiiCiNii

CiNiiCiNiiの場合は？の場合は？
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CiNiiCiNii

CiNiiCiNiiの場合は？の場合は？
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CiNiiCiNii メタデータメタデータ

CiNiiCiNiiの場合は？の場合は？
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メタデータメタデータ
ページ

文献本文文献本文

GoogleGoogle
検索結果

CiNiiCiNii
検索結果

CiNiiからの

アクセスとし

CiNiiからの

アクセスとし
て記録

GoogleからGoogleから

のアクセス
として記録

メタデータ
ページから
のアクセス
として記録

メタデータ
ページから
のアクセス
として記録

GoogleからのアクセGoogleからのアクセ
スとして記録

一度メタデータページを経由する
と、文献本文には「メタデータ
ページからのアクセス」としか記
録されない。

＊予稿集図１に対応
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メタデータメタデータ 文献本文文献本文

GoogleGoogle

CiNiiCiNii
本文到達率本文到達率本文到達率本文到達率本文到達率本文到達率本文到達率本文到達率
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メタデータメタデータ 文献本文文献本文

GoogleGoogle

CiNiiCiNii

100100

8080

2020



2020
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メタデータメタデータ 文献本文文献本文

GoogleGoogle

CiNiiCiNii

100100

8080

本文到達率：本文到達率：本文到達率：本文到達率：
80 / 100 * 100 = 80 / 100 * 100 = 

80%80%
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メタデータメタデータ 文献本文文献本文

GoogleGoogle

CiNiiCiNii

100100

200200

8080

9090

本文到達率：本文到達率：本文到達率：本文到達率：
90 / 200 * 100 = 90 / 200 * 100 = 

45%45%

110110



本文到達率本文到達率
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• 本文到達率が高い：
–読みたい利用者をリポジトリに誘導？

• 本文到達率が低い：
–読みたくない人をリポジトリに誤誘導？
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メタデータメタデータ
ページ

文献本文文献本文

GoogleGoogle
検索結果

CiNiiCiNii
検索結果

本文到達率計算可能本文到達率計算可能本文到達率計算可能本文到達率計算可能
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なぜユニークアクセスのみ？なぜユニークアクセスのみ？

１つのメタデータに
複数の本文
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（１）本文ファイルへの

アクセス概況
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HUSCAP KURENAI

アクセス数 % アクセス数 %

サーチエンジン 381,436 51.1% 728,890 62.6%

メタデータページ 248,293 33.2% 239,287 20.6%

その他のIR内ページ 23,484 3.1% 34,573 3.0%

直接アクセス 73,196 9.8% 128,158 11.0%

その他の外部サイト 20,624 2.8% 32,567 2.8%

合計 747,033 - 1,163,475 -

本文へのアクセス方法本文へのアクセス方法

＊予稿集表１
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HUSCAP KURENAI

アクセス数 % アクセス数 %

サーチエンジン 381,436 51.1% 728,890 62.6%

メタデータページメタデータページ 248,293 248,293 33.2%33.2% 239,287 239,287 20.6%20.6%

その他のIR内ページ 23,484 3.1% 34,573 3.0%
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その他の外部サイト 20,624 2.8% 32,567 2.8%

合計 747,033 - 1,163,475 -

本文へのアクセス方法本文へのアクセス方法
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HUSCAP KURENAI

アクセス数 % アクセス数 %

大学等（ac/edu） 114,353 15.3% 143,744 12.4%

企業等（co/com） 61,577 8.2% 101,369 8.7%

自宅等（ne/net） 264,159 35.4% 445,801 38.3%

その他 131,965 17.7% 187,543 16.1%

ドメイン不明 174,979 23.4% 285,018 24.5%

合計 747,033 - 1,163,475 -

本文の利用者所属機関本文の利用者所属機関

＊予稿集表２
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HUSCAP KURENAI

アクセス数 % アクセス数 %

大学等（ac/edu） 114,353 15.3% 143,744 12.4%

企業等（co/com） 61,577 8.2% 101,369 8.7%

自宅等（自宅等（ne/netne/net）） 264,159 264,159 35.4%35.4% 445,801 445,801 38.3%38.3%

その他 131,965 17.7% 187,543 16.1%

ドメイン不明 174,979 23.4% 285,018 24.5%

合計 747,033 - 1,163,475 -

本文の利用者所属機関本文の利用者所属機関

＊予稿集表２



（２）本文到達率
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本文到達率（本文到達率（HUSCAPHUSCAP））
メタデータへの
アクセス数

本文
アクセス数

本文到達率

Google 250,543 55,283 22.1%

IR内の別ページ 246,863 86,638 35.1%

CiNii 71,517 56,077 78.4%

Yahoo! 25,930 4,479 17.3%

Biblioteca 20,127 11,294 56.1%

Scientific 
Commons

6,110 4,283 70.1%

全体 716,231 248,293 34.7%
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本文到達率（本文到達率（HUSCAPHUSCAP））
メタデータへの
アクセス数

本文
アクセス数

本文到達率

Google 250,543 55,283 22.1%

IR内の別ページ 246,863 86,638 35.1%

CiNii 71,517 56,077 78.4%

Yahoo! 25,930 4,479 17.3%

Biblioteca 20,127 11,294 56.1%

Scientific 
Commons

6,110 4,283 70.1%

全体全体 716,231 716,231 248,293248,293 34.7%34.7%
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本文到達率（本文到達率（HUSCAPHUSCAP））
メタデータへの
アクセス数

本文
アクセス数

本文到達率

GoogleGoogle 250,543 250,543 55,283 55,283 22.1%22.1%

IR内の別ページ 246,863 86,638 35.1%

CiNii 71,517 56,077 78.4%

Yahoo! 25,930 4,479 17.3%

Biblioteca 20,127 11,294 56.1%
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Commons
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本文到達率（本文到達率（HUSCAPHUSCAP））
メタデータへの
アクセス数

本文
アクセス数

本文到達率

Google 250,543 55,283 22.1%

IR内の別ページ 246,863 86,638 35.1%

CiNiiCiNii 71,517 71,517 56,077 56,077 78.4%78.4%

Yahoo! 25,930 4,479 17.3%

Biblioteca 20,127 11,294 56.1%

Scientific 
Commons

6,110 4,283 70.1%

全体 716,231 248,293 34.7%
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本文到達率（本文到達率（KURENAIKURENAI））
メタデータへの
アクセス数

本文
アクセス数

本文到達率

GoogleGoogle 376,063 376,063 94,591 94,591 25.2%25.2%

IR内の別ページ 358,392 95,002 26.5%

CiNiiCiNii 47,241 47,241 35,577 35,577 75.3%75.3%

Yahoo! 27,225 2,231 8.2%

Scientific 
Commons

7,034 3,691 52.5%

Biblioteca 0 0 -

全体 895,972 239,287 26.7%



（３）利用者所属
機関
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利用者所属機関（利用者所属機関（HUSCAPHUSCAP））

大学等
（ac/edu）

企業等
（co/com）

自宅等
（ne/net）

その他

Google 24.8%24.8% 9.8% 45.3% 20.1%

CiNii 38.4%38.4% 3.1% 43.8% 14.6%

Yahoo! 18.4%18.4% 7.6% 54.8% 19.3%

Scientific 
Commons

25.7%25.7% 7.2% 41.8% 25.4%

Bibliotheca 16.8%16.8% 13.4% 42.8% 27.0%

Cf. 予稿集表２：
アクセス全体の結果
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利用者所属機関（利用者所属機関（HUSCAPHUSCAP））

大学等
（ac/edu）

企業等
（co/com）

自宅等
（ne/net）

その他

Google 24.8% 9.8% 45.3% 20.1%

CiNiiCiNii 38.4%38.4% 3.1%3.1% 43.8%43.8% 14.6%14.6%

Yahoo! 18.4% 7.6% 54.8% 19.3%

Scientific 
Commons

25.7% 7.2% 41.8% 25.4%

Bibliotheca 16.8% 13.4% 42.8% 27.0%
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利用者所属機関（利用者所属機関（KURENAIKURENAI））

大学等
（ac/edu）

企業等
（co/com）

自宅等
（ne/net）

その他

Google 28.6% 8.6% 44.0% 18.8%

CiNiiCiNii 35.1%35.1% 4.1%4.1% 44.4%44.4% 16.4%16.4%

Yahoo! 13.5% 5.7% 62.5% 18.3%

Scientific 
Commons

21.1% 8.6% 42.6% 27.6%



（４）アクセス数の
推移（CiNii, Google）
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アクセス推移（アクセス推移（HUSCAPHUSCAP））
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ゲートウェイゲートウェイととしてしてののCiNiiCiNiiの特徴の特徴
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•• 本文到達率が高い本文到達率が高い

•• 大学・研究機関大学・研究機関等からの利用が多い

• アクセス数は増加傾向

⇒学術文献学術文献を求める読者に、機関リポジト

リ収録文献を届けるゲートウェイゲートウェイ



GoogleGoogleととCiNiiCiNiiの比較の比較

62

• Google

–メタデータへのアクセス数はCiNiiの数倍

––本文到達率本文到達率は低いは低い

⇒学術文献を求めているわけではない利用者が、

学術文献に出会う機会を提供学術文献に出会う機会を提供している

⇒CiNiiとGoogleでは役割が異なる役割が異なる



CiNiiCiNiiの問題点の問題点
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• 英語文献＝海外利用者への対応海外利用者への対応

– 「日本発」の文献を特定して探す人は少数

––国内から国内からの英語文献利用は少ないの英語文献利用は少ない[3]

–英語文献は日本語以上にGoogleGoogle偏重偏重



海外学術サービスの可能性海外学術サービスの可能性
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•• BibliotecaBiblioteca

•• Scientific CommonsScientific Commons
–高い本文到達率

–英語文献への対応

⇒海外学術サービス等との連携の重要性



今後の展望今後の展望
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• CiNii側の利用者行動も分析する？

–利用者の一連の行動を詳細に分析

–ex) CiNii検索結果からリポジトリを訪れる割

合は？
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メタデータメタデータ 文献本文文献本文

CiNiiCiNii

100100

8080



メタデータメタデータ 文献本文文献本文100100 8080
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